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2021 年度はお茶の水⼥子大学の第 3 期中期目標・計画の最終年度であり、2015 年度以降続い
てきたグローバル⼥性リーダー育成研究機構のジェンダー研究所（IGS）とグローバルリーダーシ
ップ研究所（IGL）の事業体制も最終年度を迎えました。そのため、2021 年度は両研究所共催の
シンポジウムの開催や最終評価委員会の実施など、二つの研究所がコラボする機会に恵まれた 1
年であったと思います。 

コロナの終わりが見えない 2021 年度でしたが、両研究所では所⻑、専任教員、特任教員、スタ
ッフが力を合わせてシンポジウムやセミナー等をオンラインで開催するなど大変積極的に取組み
ました。特にジェンダー研究所では前向きに研究活動や国際交流が継続されました。『ジェンダー
研究』の特集号のテーマは「パンデミックとジェンダー：社会・政治経済の再構築に向けて」と
いう時宜を得たトピックで、注目を浴びました。 

他にもノルウェー科学技術大学（NTNU）のジェンダー研究センターとの共同研究である「ジ
ェンダー平等/ダイバーシティ：ノルウェー・日本共同研究」は『Comparative Perspectives on 
Gender Equality in Japan and Norway: Same but Different?』の出版で実を結びました。また、IGS
と NTNU ジェンダー研究センターの研究教育交流をさらに発展させるため、ジェンダーおよび
ダイバーシティ研究教育の質を高める新しい教育戦略を構築する教育交流プロジェクトを立ち上
げ 、 Norwegian Agency for International Cooperation and Quality Enhancement in Higher 
Education（DIKU）の UTFORSK プログラム助成金に採択され、2021 年度から開始しました。 
 2022 年 3 月にはグローバル⼥性リーダー育成研究機構の第 3 期中期目標期間最終評価が実施
され、ジェンダー研究所では、政治・思想・生殖・身体などの観点からユニークな研究が進んだ
こと、複数の科学研究費事業が展開されていること、多くの優れた研究が行われていることなど
が評価され、研究所の活動は全国的に見ても独創性の高い、日本を代表する研究機関として高い
評価をいただきました。 
 2022 年度は第 4 期中期目標・計画の初年度ですが、新生グローバル⼥性リーダー育成研究機構
ではジェンダード・イノベーション研究所が新設され、３研究所体制でジェンダーに関連する研
究や教育を開始しました。ジェンダー研究所は日本におけるジェンダー研究のハブ組織としてこ
れからも関連する事業や教育を積極的に進めてまいります。引き続き、ご指導のほどをどうぞよ
ろしくお願いいたします。 
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 2021 年度、新ܗコロナ״ઝ঳パンデミックԾでの、ジェンダー研究所の活動も 2 年目となり、
引き続き״ઝ঳ଲࡨにཻқしつつ、所⻑以Ծ、専任教員、研究員、研究ܧおよび事ແܧのスタッ
フがڢ力して研究活動および研究交流を進めました。日本におけるジェンダー研究の国際的研究
点として、高水६の研究プロジェクトの実施、国際シンポジウム・IGSڎ セミナー等の開催、学
術ࢿࡸのק行、教育プログラムの実施、国際的学術ϋットϭークの構築、研究成Վの発৶と社会
年度もいっそうの成Վを上げることができましたことをここにごࠕ、といった事業においてݫؒ
ๅࠄਅし上げます。 
 2021 年度も、オンラインを中ৼとした国際研究交流と、国際共同研究プロジェクトをਬ進しま
した。その成Վは、IGS セミナー11 ݇、国際シンポジウム 3 ݇、シンポジウム̏݇、国際フΧー
ラム̏݇、研究ڢ力員ๅࠄ会̏݇、『ジェンダー研究』（特集：パンデミックとジェンダー）の発
行というܙで、結Վとしてྭ年よりも数多くのプロジェクト成Վに結実しました。事業಼༲はい
ͥれも、政治・思想、生殖・身体、政ࡨ・࿓ಉ、ܵ術・ชԿ表েといった߁く学際的なࢻ点からジ
ェンダー研究にંۛするものであり、本ๅࠄॽでͧͽとも多زにわたる಼༲・テーマでै実した
本研究所の活動成Վをごལいただきたいとଚͣます。 
 2015 年の本学グローバル⼥性リーダー育成研究機構開設時に、ジェンダー研究所はそれまでの
ジェンダー研究センターから発展的にր組し、あらためて機構のԾでの活動を開始しました。以
པ � 年が経գし、2021 年度は本学第 3 期中期目標・計画の最終年度のઇ目を迎えました。年度຦
には機構の活動を૱ׇしてๅࠄし、それにଲして実施された最終評価委員会では、౲研究所のわ
が国༙数のジェンダー研究ڎ点としての活動にଲして高い評価をいただきました。本学はトラン
スジェンダー学生のण೘制度を੖ඍするなど、大学をڏげて஋⼥共同ࢂ画社会の実ݳに取り組ん
でおります。こうした本学の取り組みやࢡ੐は஥実に೟எされており、ジェンダー研究所もその
活動や取り組みを಼֐から期ଶされていることを実״しております。 
 ౲研究所の目的は「ジェンダーに関する૱合的、国際的な研究および௒ࠬを行うとともに、ジ
ェンダー研究ंの育成にࣁする。」とوଉにఈめており、ジェンダー研究発展のための࢘ໍと੻任
を実״する࣏第です。これをخ本理೨として、ޛࠕも、֮ 、えられたࢩとした学術的研究成Վにݽ
研究・教育その他の実ભ活動をਬし進め、よりよき社会΃のؒݫとܔ発を続けてΑきたいとߡえ
る࣏第です。日ࠔジェンダー研究所の活動をご理մくださり、ごࢩԋ・ごڢ力をいただいており
ますみなさまにৼよりླޜをਅし上げますとともに、ޛࠕともご指導・ご佅Ꭼをࣂりますようよ
ろしくお願いਅし上げます。 


